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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

JDF の活動へのご理解ご協力ありがとうございました 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

今後は、能登ハビリテーションパートナーズ（NHP）をよろしくお願いします！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  
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NHP も協力団体と連携

して活動します。 

JDF 能登半島地震支援センターは３月末で終了 

４月からは NHP が活動を引き継ぎ、JDF も連携します 
 
 JDF能登半島地震支援センターは 2024年 5月に、石川県七尾市和倉町の和倉町東町会事務所をお借

りして開設しました。１週間を１クールとし、2026年３月末までの約 2年、94クールにわたる活動で

延べ約 600名のスタッフが全国から駆け付けました。 
 
 事業所支援は輪島市、七尾市、能登町、穴水町にある 7か所で行いました。どの事業所も利用者一人ひ

とりにとってかけがえのない仕事や活動の場ですが、地震や豪雨の影響で少なくない利用者と職員がやむ

なく能登を離れました。人手不足に収入減など二重三重の困難の中、何とか障害のある人の活動や仕事を

守ろうとする事業所の力になれればとの思いで、JDFのスタッフは活動してきました。 
 
 個別支援の対象となった障害のある人は 111 人に及びます。被災当初は家の片付けが中心でしたが、

時間とともに通院や買物、社会参加などのための移動支援にウエイトが移りました。自分ではどうにもな

らない家が片付くことは、次の暮らしづくりへの貴重なステップでした。移動支援は通院や買物など命を

つなぐ活動であり、障害のある人が社会とつながり孤立しないために不可欠な取組でした。 
 
 4 月から JDF の活動は一般社団法人ななお・なかのと就労支援センターが運営する能登ハビリテーシ

ョンパートナーズ（略称 NHP）が引き継ぎ、JDFはNHPの活動が軌道に乗るよう連携します。NHPは

能登半島地震により生活の困難に直面した障害のある人への支援を通じて「新たな力」を育み、自立した

生活を支えることを目的に活動します。JDFの活動にご協力いただいたすべての皆さまに心から感謝申し

上げるとともに、今後は NHPをよろしくお願いします。 
 

● 能登ハビリテーションパートナーズ（NHP） ● 

住所：七尾市白馬町 70-1-27（LABO内） 電話：0767-57-5638 fax：0767-57-5639 

活動内容：通院や買物等の移動支援、傾聴、家の片付け、福祉制度に関する相談など 
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能登を含め今後の災害のため、引き続き募金の協力をお願いします  
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

今回初めて JDF 能登支援に参加させてもらい

ました。実際に現地に来て感じたことは、復興の遅

さでした。これだけ復興が遅れているのに、ニュー

スで放映されないのはなぜだろうと、疑問に感じ

ます。自分に出来ることは、現状の能登の状況を

みんなに伝え、風化させないことです。施設の職員

だけでなく、家族や知り合いにも伝えていきたい

と思います。 

（愛知 第 2 やまびこ共同作業所 児玉龍之佑） 

能登での出会いと再会、嬉しかったです。一緒に活

動させていただいた障害のある人、ご家族、事業所の

方々が折れず精一杯動き、一歩一歩前へ進んでいるこ

とを実感しました。JDF の活動が終了し、現地につな

げていく折、今も復興中で変わっていく景色に、能登

で暮らす人々の生活と選択を肌で感じました。日々の

生活があたりまえに明るく安心できるものへ変わるこ

とを願っています。  （和歌山 一麦会 村田明衣香） 

はじめて JDF能登支援に参加させていただきました。２度の被災

での生々しい爪痕、取り残された傾いた電柱、ひとまず更地に戻っ

た住宅地、足を休める様に半分の背丈でその場に鎮座する能登瓦

の立派な家屋、活動先のやなぎだハウスの利用者さんの意識の高

さ、能登の人たちの人柄、そして、日々支えあえる仲間。沢山の特別

な記憶が産まれました。       （兵庫 ホームいかり 本村祐介） 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 
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12 月と同じく、輪島市の一互一笑で利用者支援を担当させて頂

いた。私はこの 3 ヶ月間で随分と落ち着いた雰囲気になったような

気がした。職員さんは「その時の状態で違うから」とおっしゃる。そう

かもしれないが、震災後入職された職員さん方も多い中で、一

歩々々利用者との付き合いがしっくりしてきているのではないかと

思わずにいられない。更にその関係性が進みますように。 

（埼玉 やどかりの里 坂本佳代子） 
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支援の合間に事業所横の公園を訪れた。眼下に

映る能登の海は美しかったが、仮設住宅、建物がな

くなった更地、倒れたままの墓石、ブルーシートが

かかったままの家屋も同時に視界に入り、なんとも

胸が締め付けられた。公園の桜のつぼみが今にも

咲こうと膨らんでいた。能登にも春が来る。どうか

みなさんの心にも温かな春が訪れますよう、これか

らも心を寄せ続けます。 

（大阪 いずみ野福祉会 渡士徹） 
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